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（1）はよ，行ッテ            【テ形】／《依頼》 
（2）はよ，行ケ。            【命令形】／《命令》 
（3）はよ，行キー。           【連用形】／《命令》 








（5）はよ，行け。            【命令形】／《命令》 










記述を行なう。以下，第 2 節で行為要求表現の分類を確認したのち，第 3 節で命令表現が
表す機能ごとに，テ形・命令形・連用形・意志形の使用を確認しながらそれぞれの活用形









（7）ここは私がやるから，お前は早く病院へ行け。  [命令／主体：聞き手] 
（8）お前はもうあそこへは行くな。         [禁止／主体：聞き手] 







稿での行為要求表現の分類は図 1 のようになり，命令表現については以下表 1 のようにま
とめられる。 
 














図 1 行為要求表現の分類 
 




















   悪いけど 教えて。       《依頼》 
（11）【一緒に掃除をしている聞き手が怠けていて】 
   ちゃんと掃除 しろ。             《命令》 
（12）【メモ用紙を探している聞き手に紙を渡して】 
   早くこれに 書け。        《聞き手利益命令》 
（13）【聞き手が「お腹が空いた」とつぶやいたので】 
   よかったらそこにあるお菓子 食べろ。     《勧め》 
なお，行為の主体に聞き手が含まれない場合（行為の主体が話し手のみの場合）は，例
文（14）のようにおもに動詞の意志形が用いられ，意志表現となる。 
  （14）よし，明日はわたしひとりで海へ行こう。    [意志／主体：話し手] 
（高木 2009a:55） 
酒井 雅史 




（15）お前は 早く病院へ 行ケ。            [命令／主体：聞き手] 
（16）お前はもうあそこへは行クナ。             [禁止／主体：聞き手] 
（17）君と私とで海へ行コ。            [勧誘／主体：話し手＋聞き手] 




（19）（お前は）はよ 行コ。               [命令／主体：聞き手] 








  （20）ここに名前を書イテ。          【テ形】 
（21）ここに名前を書ケ。           【命令形】 
  （22）ここに名前を書キー。          【連用形】 
  （23）ここに名前を書コ。           【意志形】 
命令表現において動詞の意志形が使用されることについては，岡田・楳垣（1962）や鎌田
（1979）に指摘がある2）。 
 （24）さっさと 行コ。           《誘いかけ》[主体：話し手＋聞き手] 
／《聞き手利益命令》[主体：聞き手] 
  （25）さあ，行コ行コ｡           《誘いかけ》[主体：話し手＋聞き手] 
／《聞き手利益命令》[主体：聞き手] 
  （26）ええ加減に 立ト立ト。        《誘いかけ》[主体：話し手＋聞き手] 
／《聞き手利益命令》[主体：聞き手] 


















 以下，神戸市方言における命令表現について 2 節でみた命令表現の分類ごとにテ形・命
令形・連用形・意志形の使用について，3.1 節で《依頼》について，3.2 節で《命令》につ




































  （28）【話があると言ってきた聞き手に対して】 
今日は忙しいから明日に シテ／#シロ／#シー／#シヨ。 
  （29）【パソコンの使い方が分からないから】 
     悪いけど 教エテ／#教エロ／#教エー／#教エヨ。     （=10 再掲） 
例文（28）（29）にみるように，神戸市方言においては，これまで述べてきた命令形・連用
形・意志形以外にもテ形が使用されるが，《依頼》として機能するのはテ形のみである。命
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命令 × × × × × ×
連用 × × × × × ×
意志 × × × × × ×













  （31）【一緒に掃除をしている聞き手が怠けていて】 
     ちゃんと掃除 #シテ／シロ／シー／#シヨ。        （=11 再掲） 
命令表現が《命令》の機能を持つ場合は，動詞活用形のうち命令形と連用形しか使用で
きず，テ形と意志形は用いることができない。《命令》における各形式の使用範囲を示すと
表 4 のようになる。 
 













命令 ○ ○ ○ ○ ○ ○
連用 ○ ○ ○ ○ ○ ○
意志 × × × × × ×











  （32）【メモ用紙を探している聞き手に紙を渡して】 
     早くこれに #書イテ／#書ケ／書キー／?書コ。     （=12 再掲） 
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《聞き手利益命令》における各形式の使用範囲を示すと，以下表 5 のようになる。 
 













命令 △ △ △ △ △ △
連用 ○ ○ ○ ○ ○ ○
意志 ○ ○ ○ ○ △ △












  （34）【聞き手が「お腹が空いた」とつぶやいたので】 
 よかったらそこにあるお菓子 #食ベテ／#食ベロ／食ベー／#食ベヨ。 
（=13 再掲） 
  （35）【突然の雨で傘を貸そうとする】 
     この傘でよければ持って #行ッテ／#行ケ／行キー／#行コ。 
例文（34）（35）にみるように，《勧め》を表す場合に自然に使用できるのは連用形のみ
で，テ形・命令形は使用できない。意志形を使用した場合，非文とはならないが不自然な
表現となる。表 6 に《勧め》として機能する場合の各形式の使用範囲を示す。 
 













命令 × × × × × ×
連用 ○ ○ ○ ○ ○ ○
意志 × × × × × ×
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命令 × × × × × ×
連用 × × × × × ×
意志 × × × × × ×
テ ○ ○ ○ ○ ○ ○
命令 △ △ △ △ △ △
連用 ○ ○ ○ ○ ○ ○
意志 × × × × × ×
テ × × × × × ×
命令 × × × × × ×
連用 ○ ○ ○ ○ ○ ○
意志 ○ ○ ○ ○ △ △
テ × × × × × ×
命令 × × × × × ×
連用 ○ ○ ○ ○ ○ ○
意志 × × × × × ×


































  （36）a. 話し手は聞き手より上位者である。 
    b. 話し手は聞き手がその行為を実行することを望んでいる。 
  （37）a. 行為の実行者としての聞き手が存在する。 
     b. 聞き手は話し手からの働きかけがなければ，その行為を実行しない。 
  （38）a. その行為は，聞き手にとって意志的である。 
兵庫県神戸市における命令表現 
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  （39）【一緒に掃除をしている聞き手が怠けていて】 






  （40）【乗らないと用事に間に合わないバスが来たのを見て聞き手に対して】 
     バス来てるやん。 はよ 行ケ。 
  （41）【何度言ってもなかなか行こうとしない聞き手に対して苛立ちながら】 










  （42）【バイトに行かなければならない時間になっても起きない弟に対して】 
     はよ 起キー／起キヨ。 
  （43）【起きる必要がない，寝ている弟に対して】 
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  （44）【授業日にもかかわらず聞き手が話し手と遊んでいることを知って】 
     俺と遊んでないで 学校行キー／行コ。 
  （45）【授業日にもかかわらず話し手以外の友人と遊んでいることを電話で知って】 










  （46）【今行かなければ用事に間に合わない状況で】 
     はよ 行きー／行コ。 
  （47）【今すぐに行く必要がない状況で】 










  （48）みなさん，静かにしましょう。 










    （私は絵を描くのが下手だから見るなよ，見ないでおけってば。あっちへ行け。） 
兵庫県神戸市における命令表現 








     はよ 行キー／行コ。 
 （53）【なかなか行こうとしない父親に対して】 
     はよ 行キー／行コ。 
 （54）【なかなか行こうとしない親しい友人に対して】 
     はよ 行キー／行コ。 
 （55）【なかなか行こうとしない少し親しい友人に対して】 
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